
　森に木を植える理由について学びを深めよう
と、植樹体験を行いました。植樹は昨年に続いて２
回目です。
　森林が大半を占める豊浦町。町では漁協や地域
の方々による植樹が31年もの間行われており、植
えられた木は１万本以上になるとのこと。長い間
森を守る活動が続いていることを知りました。
　「雨が降ると森の木が水を吸い込んで蓄える。川
は森の木の栄養を含んだ水を運び、やがて海に流
れ込む。豊かな森は、豊かな川、そして海へとつな
がっている。」と教わりました。
　また、植樹した木は活用されていること、伐った
まま終わるのではなく、次の木を育て続けること
の大切さについて、お話をうかがいました。

　ちょうど 12 年前に植えられたというトドマツ
やミズナラが生える雑木林も観察しました。12
年と言えば、今の６年生と同い年です。他の種類の
草や木に混じりながら、少しだけ見上げるほどの
高さに成長していました。
　みんなが植えた木はカラマツですが、15 年も
すると種が採れるようになるのだそうです。こぼ
れた種からも芽が出て自然に育ち、木々はいずれ
森になっていくことを教わりました。

豊浦町　放課後子ども教室
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森を守っていく

木の成長を願って

活動の様子はホウカ GO ！の SNS で随時ご報告
しています。ぜひご覧ください。

みんなが植えた苗は 30 センチほど。
触ってみると葉もまだ柔らかいです。
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